
 

様式第２号 

最大消費数量に適応する貯蔵設備計算書 

 

１．設計条件 

 （１）使用容器の種類： （    ）ｋｇ （ＬＰガス容器・バルク貯槽・バルク容器） 

 （２）液化石油ガスの規格：  い号ＬＰガス 

 （３）最 大 消 費 数 量： （    ）ｋｇ／ｈ    
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 名  称 消費量（ｋｇ／h） 数 量 同時使用率（％） 消費量（ｋｇ／h） 

１      

２      

３      

４      

５      

６      

７      

８      

９      

10      

 合  計  

 （４）ピーク時の気温：（   ）℃ 

 （５）１本（基）当りのガス発生量：（   ）ｋｇ／ｈ 

 

２．設置本数 

容 器 の 場 合 バ ル ク 貯 槽 の 場 合 

必 要 本 数：（    ）本 

（最大消費数量÷ガス発生能力） 

設 置 本 数：（    ）本 

必 要 設 置 数：（    ）本 

（最大消費数量÷ガス発生能力） 

設   置   数  ：（    ）本 

 貯蔵能力：（    ）ｋｇ×（    ）本（基）＝（    ）ｋｇ 

 

３．調整器容量の計算 

  

   調整器容量：（    ）ｋｇ／ｈ×１.５＝（   ）ｋｇ／ｈ （   ）ｋｇ／ｈを採用 

 （最大消費量×１.５） 

 

４．ガスメータ容量の計算 

 

   メータ容量：（    ）ｋｇ／ｈ×１.２＝（    ）ｋｇ／ｈ （    ）号を採用  

（最大消費量×１.２） 


